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MIYAJI TAKAAKI （33歳）
▶1981年　三重県松阪市生まれ
▶2000年　三重県立松阪高等学校　卒業
▶2004年　岡山大学薬学部総合薬学科　卒業
▶2006年　�岡山大学大学院自然科学研究科薬品科学専攻　博

士前期課程　修了
▶2009年　�岡山大学大学院医歯薬学総合研究科創薬生命科学

専攻　博士後期課程　修了
▶2009年　岡山大学自然生命科学研究支援センター　助教
▶2012年　岡山大学自然生命科学研究支援センター　准教授

宮 地 孝 明

「高度な知の創成と的確な知の継承」—。
岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する

個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問

W E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RR E S E A R C H E R

自然生命科学研究支援センター・准教授

り
、
地
球
規
模
で
の
農
地
悪
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
作
物
の
ス
ト

レ
ス
耐
性
能
を
上
げ
る
こ
と
に
役
に

立
つ
成
果
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
。

未
踏
の
領
域
に�

　

薬
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
高
校
生

の
時
だ
っ
た
。
当
時
、
が
ん
で
闘
病

中
の
祖
父
が
生
き
る
支
え
に
し
て
い

た
の
が
漢
方
薬
。そ
の
姿
を
見
て
、「
薬

を
研
究
し
て
、
治
療
で
人
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
、
薬
学
の
道
を
目
指
す

よ
う
に
な
っ
た
。

　

出
身
は
三
重
県
。
岡
山
大
学
薬
学

部
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
い
て
あ
っ

た
「
研
究
者
あ
た
り
の
発
表
論
文
数

が
国
立
大
ト
ッ
プ
」
と
い
う
〝
う
た

い
文
句
〟
に
、研
究
が
盛
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
ち
、
入
学
し
た
。
学
部
の
４

年
間
で
幅
広
い
薬
学
を
学
び
、
薬
剤

師
の
資
格
を
取
得
。
大
学
院
に
進
ん

で
か
ら
は
、
生
化
学
分
野
の
研
究
室

で
、
神
経
疾
患
や
糖
尿
病
に
関
す
る

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
や

測
定
方
法
を
学
ん
だ
。

　

印
象
深
い
研
究
が
あ
る
。
脳

神
経
で
情
報
伝
達
に
関
わ
る

ア
ミ
ノ
酸
の
一
つ
・
ア
ス
パ
ラ

ギ
ン
酸
の
新
し
い
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
を
世
界
で
初
め
て
見
つ
け
、
測

定
で
き
た
時
だ
。「
誰
も
測
れ
な
か
っ

た
も
の
を
自
分
が
一
番
に
測
れ
た
こ

と
は
、
感
動
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

未
踏
の
領
域
に
、
最
初
の
一
歩
を
踏

み
入
れ
る
喜
び
を
、
そ
の
時
知
っ
た
。

今まで誰も特定できなかった
〝未知の世界〟に挑む

情報伝達や薬物排出に関与する体の仕組みを研究する宮地孝明准教授。
ヒトの神経疾患や糖尿病、植物の環境ストレス耐性など幅広い分野を探索。

人の役に立つ成果を目指し、ひたむきな努力を続けている。

高
大
連
携
と
地
域
貢
献�

　

現
在
所
属
す
る
の
は
、
最
先
端
の

ゲ
ノ
ム
（
遺
伝
子
）
や
プ
ロ
テ
オ
ー

ム
（
タ
ン
パ
ク
質
）
解
析
装
置
を
保

有
す
る
自
然
生
命
科
学
研
究
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ゲ
ノ
ム
・
プ
ロ
テ
オ
ー
ム

解
析
部
門
。
高
校
生
対
象
に
施
設
見

学
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
大
学
や
地

域
の
研
究
機
関
の
受
託
解
析
を
請
け

負
う
な
ど
、
地
域
の
研
究
を
支
え
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

最
先
端
技
術
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
、
高
校
生
に
組
換
え
D
N
A
実
験

を
体
験
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
。
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
で

も
知
ら
れ
る
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
の
緑
色

蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
（
G
F
P
）
を
大

腸
菌
に
導
入
。
Ｕ
Ｖ
ラ
ン
プ
を
当
て

る
と
、緑
色
に
発
光
す
る
も
の
で
、「
最

初
は
慣
れ
な
い
実
験
に
戸
惑
う
表
情

を
し
て
い
る
高
校
生
も
、
最
後
に
光

る
と
は
し
ゃ
い
で
く
れ
る
」
と
ほ
ほ

笑
む
。

　

新
た
に
発
見
す
る
面
白
さ
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、「
体
験
す
る
こ
と

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
の
み

で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

い
た
り
、
研
究
に
関
心
を
持
っ
て
く

れ
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

　

研
究
の
道
は
、
失
敗
の
連
続
で
、

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
だ

が
、「
努
力
す
る
こ
と
が
、
一
番
の
近

道
」
と
宮
地
准
教
授
。
そ
の
主
張
は
、

身
を
持
っ
て
証
明
す
る
つ
も
り
だ
。

ひ
た
む
き
に
努
力�

　

自
他
と
も
に
認
め
る
真
面
目
な
性

格
は
、
研
究
者
と
し
て
の
〝
最
大
の

武
器
〟
か
も
し
れ
な
い
。
生
物
が
体

の
中
で
物
質
を
運
ぶ
役
割
を
果
た
す

タ
ン
パ
ク
質
「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー

（
輸
送
体
）」
を
研
究
。
33
歳
と
い
う

若
さ
な
が
ら
、
国
内
外
で
注
目
を
集

め
る
研
究
成
果
に
携
わ
っ
て
き
た
。

「
今
ま
で
誰
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
を
発
見
す
る
に
は
、
ひ
た
む
き

な
努
力
な
し
で
は
達
成
で
き
な
い
」

と
言
い
切
る
。

　

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
は
、
情
報
伝

達
や
薬
物
排
出
に
関
与
。
解
明
す
る

こ
と
で
、
情
報
伝
達
に
起
因
す
る
疾

患
の
原
因
解
明
や
少
な
い
投
与
量
で

効
果
が
高
く
、
体
へ
の
害
が
少
な
い

薬
を
開
発
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

生
物
の
体
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
が
存
在
し
て
い

る
が
、
ま
だ
ま
だ
特
定
さ
れ
て
い
な

い
部
分
が
多
い
。

　

宮
地
准
教
授
ら
は
、
高
い
技
術
を

用
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
人
や
植
物
の

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
を
次
々
と
見
つ

け
て
き
た
。
１
月
に

は
強
い
光
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
必
要
な

植
物
の
ビ
タ
ミ
ン

C
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
を
発
見
。
強

光
な
ど
の
環
境

ス
ト
レ
ス
に
よ
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